
 

 

 

 

 

 

 

 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成２４年６月～平成２５年５月の取組）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

建学の精神（昭和 25 年 11 月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

理念５原則（平成 7 年 10 月） 

１．平和を希求する精神 

２．新たなる知の創造 

３．豊かな人間性を培う教育 

４．地域社会・国際社会との共存 

５．絶えざる自己変革 
 

学長室 

平成 25 年 12 作成 



◎ 大学の改革に向けての方向性 
☆ 本学の機能強化に向けた大学改革行動計画策定WG の検討の一環として，合同検討会を開催。全ての 

WG メンバーに呼びかけ，終日検討を実施【平成 24 年 6 月】 
☆ 行動計画策定WG の検討状況の説明及び参加者との意見交換を目的に公開ヒアリング（４回）を実施。 

うち２回は県知事や市長，地元企業のトップを招き学外にも公開して実施【平成 24 年 5 月，7 月】 
☆ 本学の機能強化のための行動計画策定に関する説明会を全学規模で開催【平成 24 年 9 月】 
☆ 「広島大学の機能強化に向けた行動計画 2012～学生が成長する大学，国際社会で存在感のある大学であ 

るために～」を策定【平成 24 年 10 月】 
 
◎ 教育に関する取組 

☆ 「ひろしま医工連携・先進医療イノベーション拠点」を活用した人材育成事業を開始【平成 24 年 6 月】 
☆ 生物生産学部附属練習船豊潮丸と生物圏科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター竹原 

ステーション（水産実験所）が，文部科学省から教育関係共同利用拠点に認定【平成 24 年 7 月】 
☆ 優秀学生を表彰し修学費の支援を行う「広島大学エクセレント・スチューデント・スカラシップ」 

における成績優秀学生表彰枠の増設を決定 

☆ 博士課程前期・後期一環型の「博士課程リーダー育成プログラム」を２プログラム開設し，学生 12 名が 
入学【平成 24 年 10 月】 

☆ 信州大学，横浜国立大学，茨城大学と環境人材の育成に関する単位互換協定を締結【平成 25 年 4 月】 
☆ 海外渡航の経験の少ない学部新入生を対象に，海外の交流協定大学でのミニ留学体験型研修制度 
「START プログラム」を継続的に実施（派遣国，参加人数は以下のとおり） 

回数 第６回 第７回 第８回 第９回 第 10回 

実施年月 平成 24年 8月 平成 24年 9月 平成 25年 2月 平成 25年 2月 平成 25年 3月 

派遣国 インドネシア 台湾 オーストラリア ベトナム アメリカ 

参加人数 24人 24人 24人 24人 25人 

☆ 競争的資金の獲得 
・ 平成 24 年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」 

（臨床情報医工学に卓越した地域の先進医療をチームで担う人材育成） 
・ 平成 25 年度日本学生支援機構「留学生交流支援制度」：派遣プログラム 6 件，受入プログラム 8 件 

 
◎ 研究に関する取組 
☆ 上真一理事・副学長（生物圏科学研究科教授）が，第5回海洋立国推進功労者表彰（内閣総理大臣賞）の 

「海洋立国日本の推進に関する特別な功績」分野を受賞【平成24年7月】 

☆ 今泉和則教授（医歯薬保健学研究院）らの研究グループが，脳神経を保護するアストロサイト細胞が誕生 

する仕組みの一部を解明。英国科学雑誌Nature Communicationsのオンライン版に掲載【平成24年7月】 

☆ マタウシュ・ハンス ユルゲンHiSIM研究センター長・教授らの研究グループが，SOI-MOSFETの回路設計用 



発部門」受賞【平成25年4月】 

☆ 競争的資金の獲得 
○文部科学省 
・ 「国家課題対応型研究開発推進事業（原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ）」に採択 
  （放射性物質により汚染された植物バイオマスの減量化総合処理システムの開発研究） 
 ・ 「国家課題対応型研究開発推進事業（再生医療の実現化プロジェクト 再生医療の実現化ハイウェイ）」 

に採択（磁性化骨髄間葉系細胞の磁気ターゲッティングによる骨・軟骨再生） 
・ 「生命動態システム科学推進拠点事業」に採択 
  （核内クロマチン・ライブダイナミクスの数理研究拠点形成） 

○(独)日本学術振興会 
・ 「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム」に採択 

（健康長寿科学を推進する若手研究者国際共同研究） 
   
◎ 社会貢献・国際戦略に関する取組 

☆ 国内の学術機関では初となる電子書籍出版システムを導入【平成24年6月】 

☆ 独立行政法人国立環境研究所と環境分野の研究等における協力に関する包括協定を締結【平成24年9月】 
☆ 越智光夫教授（医歯薬保健学研究院）が中国文化賞を受賞【平成 24 年 11 月】 
☆ 前身の広島文理科大学在学中に被爆した元南方特別留学生３人に名誉博士号を授与【平成 24 年 12 月】 
☆ 広島大学ウェブサイトに「広大動画チャンネル」を開設。本学の諸活動をより詳細に伝えるため，学長定 

例記者会見のUstream でのリアルタイム配信及びYouTube による録画配信を開始。【平成 25 年 2 月】 
☆ 新たな大学間国際交流協定の締結 

・ ソフィア医科大学（ブルガリア）【平成 24 年 6 月】 
・ アイルランガ大学（インドネシア）【平成 24 年 8 月】 
・ グリフィス大学（オーストラリア）【平成 24 年 8 月】 
・ ジェームズ・マディソン大学（アメリカ）【平成 24 年 8 月】 
・ マレーシア科学大学（マレーシア）【平成 24 年 9 月】 
・ インドネシア教育大学（インドネシア）【平成 24 年 11 月】 

 
○ 東日本大震災に関する対応 
☆ 学生ボランティア団体「OPERATION つながり」が，東日本大震災被災地域で 5 度目の復興支援活動を 

実施【平成 24 年 8 月】 
☆ 神谷研二教授（前原爆放射線医科学研究所長）が，平成 24 年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞【平成 

24 年 9 月】 
☆ 支援活動の取り組みをまとめた「東日本大震災・福島原発災害と広島大学」を発刊【平成 25 年 3 月】 
☆ 本学の震災支援活動に対し，福島県知事が本学に感謝状を贈呈【平成 25 年 5 月】 

 
◎ 病院に関する取組 
☆ 広島県内の救急医療体制の維持・確保に係る，県，県医師会，本学，県市長会，県町村会，県地域保健医 

療推進機構，県消防長会の７団体のトップによる共同アピールに参加【平成 24 年 9 月】 
☆ 広島大学病院が，厚生労働省から中国・四国ブロックで唯一の小児がん拠点病院に指定【平成 25 年 1 月】 
☆ 広島県ドクターヘリの運行を開始【平成 25 年 5 月】 

 
◎ 管理運営に関する取組 
☆ 経営協議会学外委員と学生との意見交換会を実施。全学公開で行う意見交換会は今回初【平成 25 年 1 月】 
☆ 本学の活動全ての成果・課題などを的確に把握し改善に生かすため，新たに大学経営企画担当の副学長を 

配置【平成 25 年 4 月】 
☆ 本学の特色でもある放射線関連研究の成果を東日本大震災の復興に役立てるため，新たに復興支援・被ば

く医療担当の副学長を配置【平成 25 年 4 月】 


